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■  スギにおけるさし木林業と実生林業
スギは日本の主要な造林樹種であり、温暖な九州

から雪深い東北地方まで多様な環境に植栽されてき
ました。またスギは発根性に優れ、穂を採取してさ
し木をすることで容易に増殖でき、日本海側の一部
地域や九州地方等ではさし木苗を用いた林業（さし
木林業）が主に行われてきました。一方、その他の多
くの地域では、種子からの芽生えを育てた実生苗を
用いた林業（実生林業）が盛んです。しかし、同じ山
で同じ時期にさし木苗と実生苗を植栽して比較した
ことが少なかったため、それらの特性の違いは十分
に明らかにされてきませんでした。

■   さし木苗と実生苗を植栽した際の成長や生存率
の違い
多雪地から温暖地まで多様な環境条件に設定され

た実生苗とさし木苗を一緒に植栽した関東育種基本
区内の試験地29か所のデータを解析して、樹高や胸
高直径、生存率や幹の通直性を比較しました。実生
苗は、さし木苗と比べて５~20年生での幹の成長や
生存率が優れている傾向でした（図1）。樹高では13
~20%、胸高直径では23~31%、生存率では6~14ポイ
ント程度、実生苗の方がさし木苗より上回っていま
した。しかし、さし木苗は実生苗より根元付近の幹
の通直性が良好でした。

■   さし木苗と実生苗を植栽した際の有利性は環境
条件によって異なる
さらに、実生苗とさし木苗の成長や生存率と植栽

場所の環境条件との関係を解析した結果、平均気温
が高い地域では実生苗の方がさし木苗よりも樹高や
直径成長が上回っていました（図2）。生存率につい
ては、積雪量の多い地域で実生苗の方がさし木苗よ
り高い傾向でした。

スギの実生苗とさし木苗の植栽後のメリットとデメリットは
植栽環境によって異なる

これらの結果から、温暖な地域では、実生苗を植
栽した場合により成長の良さが発揮されるメリット
がありそうです。一方、さし木苗を植栽した場合に
は幹の通直性が良く、木材の質を高めるという点で
メリットがありそうです。将来の気候変動シナリオ
では平均気温の上昇が予測されており、温暖な地域
では実生林業がさし木林業よりも成長の良さという
点で有利になる可能性があります。この研究成果は、
スギを植林する際のさし木苗と実生苗の選択に関す
る基礎的な情報を提供し、気候変動適応のための戦
略を考える上で参考となることが期待されます。
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図1　複数の試験地における20年生次の樹高、胸高直径、生存率と10年生次の
根元付近の幹の通直性指数の実生苗とさし木苗における平均値（Matsushita 
(2025) のデータをもとに作図）

図2　スギの実生苗とさし木苗の各試験地における５年生
次の平均樹高の比と、年平均気温との関係
丸の大きさは各試験地における5年生次の平均樹高に比例
し、丸の色が明るいほど、さし木苗に対する実生苗の成長
がより優位であることを示しています。（Matsushita (2025)
のデータをもとに作図）

ス ギは地域によりさし木苗または実生苗を用いて林業が行われてきましたが、それらの特性の比
較は十分なされてきませんでした。さし木苗と実生苗の生存や成長、幹の真っすぐさの指標であ

る通直性の違いを明らかにしました。
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図図 11  複複数数のの試試験験地地ににおおけけるる 2200 年年⽣⽣次次のの樹樹⾼⾼、、胸胸⾼⾼直直径径、、⽣⽣存存率率とと 1100 年年⽣⽣次次のの根根元元付付

近近のの幹幹のの通通直直性性指指数数のの実実⽣⽣苗苗ととささしし⽊⽊苗苗ににおおけけるる平平均均値値（Matsushita (2025)のデー
タをもとに作図）  
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